
                                
              

 

各地区の懇談会が開催されました。実施状況は次の通りです。 
 

地 区 開 催 日 会 場 特   記   事   項 参加者 

1・3・4 
11/10
（日） 

江 戸 川 台 
福 祉 会 館 

テーマ「ふやそう！ シルバー仲間」 
・落語 流々亭山助、好々家あふ楽 

37名 

2 
12/ 7
（土） 

森の倶楽部 
テーマ「職場紹介と余暇の活用」 
・演芸ボランティアの落語 流々亭山助 

52名 

5・6 
10/25 
（金） 

シ ル バ ー 
人材センター 

テーマ「我が体験を語る 汗と涙のシルバー人生」 
・参加者が自己紹介と併せてシルバー体験談を発表 

23名 

7 
11/17
（日） 

平 和 台 
福 祉 会 館 

テーマ「課題への挑戦」 
（私が出来ることは？ こんなアイデアはどうですか？） 
・インターネットショー「都はるみコンサート」 

24名 

8 
10/11
（金） 

第２コミュニ
ティホーム 

テーマ「職場情報の交換によるシルバーの活性化」 
・落語 流々亭山助 

36名 

9 
10/20 
（日） 

南 流 山 
福 祉 会 館 

メインテーマに関連した事前質問に対する回答と意見交換 38名 

10 
11/ 2
（土） 

名 都 借 
福 祉 会 館 

テーマ「シルバーでの楽しい過ごし方」 
・懇親しながら意見交換 

18名 

 
各地区懇談会では、前田会長から、「シルバーの自主・自立、共働・

共助の基本理念、定年延長と再雇用制度による会員の減少、高齢化
問題、健康管理に注意をしてほしい」等を内容とした挨拶がありま
した。また、海老原常務理事からメイン
テーマの「流山市シルバー人材センター
の現状と課題」についての説明がありま
した。 

各地区ともメインテーマや地区の課題
を中心に活発な意見交換を行い、さらに
落語、ビンゴゲーム等も交えて、お茶・
ビール・弁当を飲食しながら会員同士の
親睦を深めました。 

今後も各地区の理事と班長が協力をし
て、会員同士が仲良く、明るく、楽しい
シルバー生活が送れるよう、今回参加で
きなかった皆さんが一人でも多く参加さ
れるように願っています。 

（事務局・記） 
        

第210号 令和元年12 月15日  

公益社団法人  流山市シルバー人材センター ＴＥＬ  04-7155-3669 

〒 270-0114 流山市東初石3－ 103－ 18 ＦＡＸ  04-7154-1839 

URL：http://www.sjc.ne.jp/nagareyama/ E-mail：nagareyama@sjc.ne.jp 
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高めよう自主・自立、共働・共助の基本理念 
 

 
「 令 和 元 年 度 地 区 懇 談 会 」 を 開 催 ！ 
～今年のメインテーマは、「シルバー人材センターの現状と課題」～ 



                 
『令和元年度第８回理事会』 11月11日（月) 
【報告事項】 

① 令和元年9月の当センターの運営状況は、会員数が前年比19名減（男性14名減、女性5名減）、事業実
績累計が、植栽・除草の伸びにより前年比2.5％増、就業率は75.3％で前年比2.5％減（派遣25名を含め
ると1.7％増） 

② 流山市民まつりのボランテｲア参加数と来場者アンケート集計結果 

③ 就業情報説明会出席者に対する個別面談会を11月12日・15日に実施 

④ 長期就業者について、個人面談と就業意向調査の実施 

⑤ 江戸川台西・美原・あさぎが丘3自治会の合同防災訓練で、シルバーＰＲブースに3名参加 

⑥ 施設クリーンスタッフ講習会（県シ連主催）を12月2日・3日の2日間開催 

⑦ すでに終了した地区懇談会の状況を各地区理事が説明 

⑧ 台風15号災害義援金は22,217円集まり、さらに19号についても募金を依頼 

⑨ 当センター来年度カレンダーを12月号会報と同時に配布 

⑩ その他、各委員会からの報告、シニア自転車安全講習会、会費未納者、接遇力向上研修会、上期会計監査
実施、館長等会議 福祉会館まつり等の開催状況 等  

【協議事項】 

① 10月の新入会員8名（男性8名、女性0名）の承認と退会会員12名（男性8名、女性4名）の報告 

② センター地区班設置要綱の一部改正 

③ 理事会の進め方についての意見 

④ 第1回シルバー流山フェスタ（仮称）の開催内容を討議             （池内 弘行・記） 
 
『安全就業対策委員会』 11月14日（木） 

① 今年度発生した事故内容について確認した 

 

 

 

② 器具のより

確実な安全点検を図る（新年度からは、平素仕事で脚立等を使用している植栽班の協力を得て実施する予

定） 

③ 新年の「安全祈願」を例年どおり実施                      （市毛 和男・記） 
 
『適正就業委員会』 11月８日（金） 

度々利用者から苦情を受けている運河駅自転車駐車場の水はけ状況を視察。運河土手上の堤防自転車駐車場出
入り口が大きく窪んでおり水たまりとなることを確認。コンクリートブロックの破片を積み上げて飛び石に使っ
ていた。さらに東口第２自転車駐車場では、舗装された通路は、周辺の高低差から水溜まりとなることが確認され
た。一方、この自転車駐車場は驚くほど整然と整理がなされており、その美しさに救われる思いがした。 

他に、江戸川台駅西口自転車駐車場受付を訪問した。                 （岡野 三雄・記） 
 

『館長等会議』 11月18日（月） 
下花輪福祉会館で開催。市社会福祉課・藤澤館長を迎え、ほっとプラザ下花輪増設工事の状況説明を受けた。利

用者の安全性を含め、運営面での懸念事項と対策について早急に協議するとの返事が得られた。また、今回の台風
と豪雨による被害状況と、避難所開設に当たった各館での対応と問題点が報告された。初めての避難所開設とな
った館での対応がバラバラとなり、早期に避難所開設時の運用マニュアル作成が必要との意見があった。 

（岡野 三雄・記） 

『次期理事・監事候補者推薦委員会』 11月25日（月） 
① 現在の理事・監事の意向調査結果報告、理事の選任・資格要件および監事として求められる資質等を説明 

② 現在の地区理事および職群理事の定数見直し等について協議               （事務局・記） 
 

『「接遇力向上研修会」を開催』 11月28日（木） 
午前、午後の２回にわたって、外部講師により開催。平成30年６月から令和

元年９月までの新入会員および希望者の計49名が出席。笑顔の効果、挨拶の大
切さ、困ったときの会話術等、当シルバーの実情を入れた話に、受講者からは
「大変参考になった、講師の説明が分かりやすかった」と好評だった。 

（事務局・記） 
       

 件 数 令和元年度事故発生職種 

令和元年度 6 件 植栽 ２件、除草 ２件、襖障子 １件、 

清掃 １件 平成 30 年度 9 件 

（２） 

理 事 会 

安全は人にたよらず自分から 

 
活 動 報 告 



  
  
 
   
『友の会役員会』 11月13日（水） 

①バス旅行企画（３月末頃・行先：あみプレミアム・アウトレット・牛久大仏等） ②６月総会への
対応事項 等を検討・協議しました。                      （上 辰男・記） 
 
パソコン同好会へのお誘い  

毎月、原則第３火曜日 14：00 からコミュニティプラザで例会を開催しています。楽しいパソコン、
生活に役立つパソコン、仕事に役立つパソコンをめざしています。最近では、Word・Excel・PowerPoint
講座の他に、スマホでネットにつなぎ、Google Earthで世界の観光地巡り、面白い・知識を深める動画
等を、PCプロジェクター上映して楽しんでいます。また、歌声広場・パーティゲーム・シルバー歌謡団
のボランティア活動等で友の会に協力しています。初心者から上級者まで気楽に参加できる同好会です。
先ずは例会を覗きに来てください。歓迎します。入会・見学ご希望の方は下記メールまたは電話で。 
メールアドレス： yktssr1156@yahoo.co.jp     電話： 04-7150-4838 （横田まで） 

（横田 清四郎・記） 
♥ 新しい同好会・サークルを作ろう! 

皆さん、新しい同好会・サークルを立ち上げましょう。一人でもかまいません。この欄で仲間を集め
るお手伝いをします。趣味・スポーツ・ボランティア等の仲間作りをして、シルバー生活を楽しいもの
にしましょう。                               （上 辰男・記） 
 

同 

好 

会 

ゴルフ同好会 3月19日 (木)    野田市ＰＧひばりコース 

パソコン同好会 12月17日 (火) 1月21日 (火) 14：00～ コミュニティプラザ 

写真同好会 12月24日 (火) 1月28日 (火) 14：00～ コミュニティプラザ 
  
『西深井福祉会館まつり』 11月3日（日） 

「会館まつり」も今年で６回目を迎え、バンド演奏から始まり、日本
舞踊・和太鼓・詩吟・オカリナ演奏等々、多彩な出し物で熱演が続き、
会場は大いに盛り上がり、大変楽しい
一日となりました。また、廊下では、
手芸「刺し子」の展示も好評で、出品
された先生も大喜びでした。今回も近

隣約140名の多数の方々が参加されました。 （伊藤 敏雄・記） 
 
『南福祉会館第７回音楽祭』 11月10日（日） 

当館利用者による 1 年間の活動成果の発表会を実施しまし
た。オカリナ・ハワイアン・ハンドベル等のグル―プの演奏や
合唱、さらに民謡・詩吟と続き、最後は全員での踊りとなり、
大いに盛り上がりました。来場者は約180名強となり、昨年の
６サ―クルより４サ―クル増え、10 サ―クルの参加をいただ
きました。               （羽鳥 秀世・記） 

 
『第 13回南流山福祉会館まつり』 11月23日（土） 

当日は残念ながら雨模様でしたが、約 600 名の来場者がありました。
大広間では、日頃の練習成果の発表の場として、熱の入った演技・歌の
披露があり、約450名の観客を魅了しました。２階体育室では、近隣の
幼稚園・保育園へチラシを配布
した効果もあり、雨にもかかわ
らず約 150 名の親子が、遊具で

楽しい時間を過ごしました。今後も利用者の皆さんのご意見・
ご希望を真摯に受け止め、充実した会館となるようスタッフが
一丸となって努力していきたいと思います。（田代 正志・記） 

      

（３）   
Ｘマス歌声広場 １２／２０（金） ～みんなでお菓子や飲み物を持ち寄って～ 

シルバー人材センター２F 13：30 ～ 入場無料 ★車での来場不可★ 

（友の会員以外のシルバー人材センター会員とＯＢも無料で参加できます） 

 

友の会だより 
「流山シルバー友の会」は人材
センター会員とＯＢの「いきが
いづくり」を応援する組織です 

 

あの ヒヤリ 今日も生かして ガッチリ安全 



          
日 曜 １２ 月 の 予 定  日 曜 １ 月 の 予 定 

16 月 入会登録説明会（シルバー人材センター）  1 水 元日 

17 火 入会登録説明会（南流山センター）  2 木  

18 水   3 金  

19 木 女性部会定例会  4 土  

20 金 配分金支払日  5 日  

21 土   6 月 仕事始め 広報編集委員会 

22 日   7 火  

23 月 次期理事・監事候補者推薦委員会  8 水 事業運営推進委員会 中長期計画策定委員会 

24 火   9 木 安全就業対策委員会 安全祈願 

25 水   10 金  

26 木   11 土  

27 金 仕事納め  12 日  

28 土   13 月 成人の日 

29 日   14 火 理事会 

30 月   15 水 「シルバー流山」発行 

31 火      
 
◎新会員のご紹介（敬称略） ○数字は地区名 
④田原 英樹 
 

◎高齢者の火災予防について 
平成 30 年中に発生した流山市内の火災件数は 27 件で、建物火災 17 件、車両火災３

件、その他が７件となっています。死者はなく、負傷者は４名で、煙を吸ったことによ
る負傷が２件ありました。最も多かった出火原因は、調理中の鍋の放置が５件、放火・
放火の疑いが５件、その他に電気機器やたばこによるものがありました。 
全国の火災による死者のうち、住宅火災は約７割で、そのうち65歳以上は７割前後で

推移しています。住宅火災死者の原因の約５割は逃げ遅れです。火災 100 件当たりの死
者数では、就寝時間帯は、その他の時間帯に対して４倍以上になります。そこで、住宅

用火災警報器の設置が推奨され、流山市では条例で設置が義務化されてから 10 年経過しています。住
宅用火災警報器は、電池の寿命の目安が10年とされており、定期的な作動確認をお願いします。 
具体的な火災予防のポイントとして、次の習慣と対策が掲げられています。  

【３つの習慣】 ①寝たばこはしない ②ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する ③ガ
スこんろから離れるときは火を消す  

【４つの対策】 ①住宅用火災警報器を設置する ②カーテンや寝具は防炎品を使う ③消火器具を設
置する ④隣近所との協力体制をつくる              （流山市消防本部予防課・記） 

  
◎冬の交通安全運動の実施  【スローガン】 ～ 夕暮れの 早めのライトで 防ぐ事故 ～ 

12 月 10 日から 19 日までは、冬の交通安全運動実施期間です。交通ルールの遵守と交通マナーの実
践を習慣付けることにより交通事故を防止しましょう。 

 
年末年始はカラオケに誘われる機会が多くなります。カラオケを

聞いていて、リズムも音程も良く上手く唄っているのに、感動を感じ
ない場合があります。なぜでしょうか。聞いている人のことを考えず、自分のペースで上手
く唄っても、聞いている人には何も伝わらないからですね。 
では、聞いている人に感動を与える歌い方とはどんな歌い方なのでしょうか。それは心が

伝わるかどうかだと思います。人に話しかけるように、語りかけるように、歌詞の情景と意味を伝えるように、感
情を込めて、丁寧に唄うことだと思います。その伝えようとする心が人に感動を与えます。 
仕事でもそうですね。切り揃えられた樹木、ムラのない草刈り跡、一直線に整理された駐輪場、隅々まで清めら

れた部屋等、心のこもった丁寧な仕事は、見る人に「わぁ～、きれい」と感動を与えます。 
人に何か感動を与える事ができると幸せですね。                   （横田 清四郎・記） 
 
 
 
 
 

 会 員 数：令和元年１１月３０日現在 

計 ７４７ 男性 ６０１ 女性 １４６ 

（４） 

 
TEL ７１５５－３６６９ 

FAX ７１５４－１８３９ 

＜編集委員＞ 

横田清四郎 池内弘行 

南石高秀   菅原正敬 

海老原廣雄 

事故防止、再度確認、心に安全 


